
　大隈病院では、毎年恒例行事として、尼崎市内の小学生サッカーチームを対象に
『おおくま杯サッカー大会』を開催していますが、先日、「おおくま杯サッカー大会
出場チーム一同 様」より空気清浄機2台を寄贈していただきました。
　新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、当院を応援して下さる様々な方より、物資のご支援をいただいております。皆さ
まの温かいご支援に職員一同心より感謝申し上げると共に、全職員が安心安全な医療を提供できるよう努めてまいります。

　新型コロナウイルス感染症拡大中には、地域の皆さまからマスクなどの医
療物資や食品のご寄贈、また励ましのお言葉を当院にいただき、ご厚意に心
から感謝申し上げます。
　さて、世界でも例のない速さで少子高齢化社会が進む日本ですが、国民の
およそ4人に1人が75歳以上となる2025年をもうすぐ迎えようとしています。
　今、「治す医療」から「地域全体で治し支える医療」への転換が提唱されてお
り、患者さんの日常生活の場は、もちろん、病院ではなく地域のお住まいにあ
ります。“重度の病気になっても、いかに日常生活を自宅にて快適に自分らし
く過ごすか？”という視点から、「患者中心の医療」から「患者の生活中心の医療と介護」の提供が重視されています。
　当院は、尼崎市の地域医療を支える病院として、以前から「入院治療から、在宅療養へ」の安心した切れ目のない医療と
介護の一体化の提供を目指しており、昨年の院長就任時のご挨拶で、『我々は、病院と皆さんのお家をつなぐ架け橋であり
たい』と述べさせていただきました。この目標を実現させるためにも、当院は、今後も多職種との医療介護連携をさらに展
開させながら、地域医療ニーズに応えたいと考えていますので、地域の皆さん、医療介護従事者の方には、温かいご支援と
激励をよろしくお願い申し上げます。
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●尼崎南サッカークラブ
●園田ジュニアサッカークラブ
●太陽南塚フットボールクラブソルテッラ
●塚口尼崎フットボールクラブジュニア

【おおくま杯サッカー大会出場チーム一同 様】
●小田フットボールクラブ
●武庫之荘フットボールクラブ
●クリアティーバ尼崎
●長洲サッカークラブ
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高齢者の熱中症
◆熱中症とは
気温の高い環境で生じる健康障害
の総称で、体内の水分や塩分などの
バランスが崩れ、体温の調節機能が
働かなくなります。特に高齢者では、
身体中の水分割合が少ないため、同
じ環境にいても熱中症になりやす
く、屋内でも生じ易いのが特徴です。

◆どんな症状？
体温上昇、めまい、倦怠感、時
にけいれんや意識障害などが
起こります。高齢者は、暑さや
のどの渇きを感じにくく、ま
た、心機能や腎機能が低下し
がちなため、症状がより重篤
になりやすい傾向にあります。

◆ならないためには…
●喉が渇かなくても、こまめな水分と塩分補給
●早めにエアコン・扇風機を使って、部屋を涼しく
●1日1回、軽く汗をかく運動
●涼しい服装
●シャワーやタオルで
　身体を冷やす

　環境衛生の大切さを痛感させられる今日この頃ですが、今回の感染拡大が生じる前には、「日常、消毒
剤を使っての手指消毒など気に留めなかった」という人も多いのでは？ コロナ禍、市販されている70～
80％の消毒用エタノールが、お勧めです。濃度が50％を切る薄いものは効果がありません。消毒剤は用
途に応じて、色々な種類のものが市販されていますので、上手に使ってコロナを乗り切りましょう！

消毒剤を使っての手指消毒、慣れましたか？消毒剤を使っての手指消毒、慣れましたか？

知って納得

病病ののの

●地域の人々に信頼される病院になります。
●高度の医療機能を持つ かかりつけ病院になります。
●病気を治すだけでなく、病める人の心を癒す病院になります。
●職員が勉強し、朗らかでやりがいのある職場をつくります。
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　7月7日の七夕、今年は残念ながら雨模様でしたが、皆さん何かお願いごとは
されましたか？大隈病院では、2つの七夕行事が催されました。
　1つは、栄養課にて、患者さんの昼食に行事食として七夕そうめんを提供しました。ところで、
七夕にそうめんを食べる理由、皆さんご存じですか？諸説ありますが、1年間無病息災で過ごせ
る様にと、中国の古い伝説がもとになっているそうです。暑い夏に食欲がないときでも手軽に
食べることができる食材ですが、そうめんだけだと栄養が偏ってしまうので、具材をたっぷりの
せていただくのがオススメです。
　2つ目は、リハビリテーション課による七夕飾りです。ご存知のように、毎年7月7日の夜に、
願い事を書いた色とりどりの短冊や七夕飾りを笹の葉につるし、星に祈る習慣が各地で広く親
しまれています。当院でも、毎年、患者さんが作られた短冊や七夕飾りをリハビリテーション室
に飾っています。患者さんは「元気になりますように」「早く家に帰れますように」など、思い思い
の願い事を書かれていました。

大隈病院での2つの七夕大隈病院での2つの七夕大隈病院での2つの七夕

皆さんの願い事が叶いますように…


